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一

五

.

次

都

市

殊

に

大

規

模

の

產

業

紕

織

の

祉

會

，的

中

心

>J : 

し
て
の
近
世
都
市
の
急
激
苽
る
發
達
は
,»
此
產
業
革
命
，
 

以
來
起
つ
た
耻
會
現
豫
中
の
重
^
な
る
も
の
の
，j 

Iつ
で 

ぁ
る
’
。

そ

し

て

是

等

の

都

市

が

近

代

11
:

#
の
文
明
.を
代 

表
す
る
煮
味
に
於
て
近
世
都
市
の
意
義
ビ
內
容
ビ
は
拾 

八
世
紀
以
前
^
於
け
る
都
市
の
其
等
ど

全
く

興
な
る

％

.
の

で

ぁ

，り

、

從

つ

て

近

れ

^
明

の
'»
而

即

ち

其

の

利

益

 ヾ

ビ
弊
害
、
美
ど
醜
？
の
兩
価
は
明
白
に
都
市
生
活
の
中 

れ
て
ゐ
る
。
殊
に
念
徼
な
產
業
の
發
灌
に
隨 

從
し
て
生
れ
出
れ
都
#
は

其

の

建

設

に

於

て

、

或

は

中
世
以
降
傳
っ
て
來
た
古
い
都
市
形
體
の
近
代
的
改
造
に 

際
し
て
甚
し
く
鑛
傈
ど
粗
笨
^3

の
跡
を
示
し
て
ゐ
る
。 

是

等

は

近

代

產

業

組

織

の

缺

陷

や

祉

會

制

度

_の

不

備

か 

ら
生
す
る
弊
害
ど
共
に
最
近
都
市
訐
畫
或
は
都
市
政
策 

の
名
稱
の
下
に
其
の
改
善
を
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
處
で 

は

前

：號

に

示

し

た

様

に

近

世

都

市

の

發

生

に

畴

し

て

現
 

は

れ

た

者

矿̂

?r
の
.醜

.惡

な.る

方

菌

を

觀_察

す

，
るo
:此
. 

の

目

的

に

添

ふ

爲

に

前

號

に

於

て

は

都

市

の

.發

生

膨

脹 

ビ

共
-k
其

等

，の

都

市

に

集
0
た
人
々
が
如
何
な
る
性
質 

.
の
も
の
で
あ
る
か
を
簡
軍
に
說
明
し
て
置
い
た
。
を
れ 

で
^
下

は

前

に

も

ー

寸

揭

げ

た

，フ

.
'
.
レ
、デ
タ
ッ
ぞ
エ
,ン
ゲ 

‘
ル
ス.
0著

書

『

千
八
百
四
十
四
苹
k
於
け
る
英
國
勞
働 

階
級
の
狀
態
：

T

に

依

っ

て

暫

く

此

の

社

會

主

義

荞

の

.，眼 

k
映
じ
た
所
を
窺
づ
て
み
や
ぅ
。此
の
#
の
原
名
は
0
($
* 

L
a
g
e
'
d
e
r

 .arbeittenden 

K
l
a
s
s
s

.5
*E

n
2-larl

.al

で
千

八
商
卿
+
.五
；年
の
.獨
逸
出
版
で
あ
る
。
然
し
'こ
、
で
.筆 

:«
が

用

ひ

て̂

、る

の

は

其

の̂

靜

'nb
n
d
i
t
f

 

§
 

, 

o
f 

t
h
e

W
o
r
M
n
g

 

G

i

,B-
. En

g
l
a
n
d

 in 

I0 0

4
4
..で

原

著

者

は

之

H

場
勞
働
者
の
^

活

が

全

勞

働

階

級

の

生

活

ミ

.同

一

で 

ぺ
の
英
際
本
に
十
四
五
頁
の
千
八
西
ル
十
ニ
年
の
ぎ
文
を
：

な
い
事
を
注
意
し
.て
ゐ
る
樣
に
、
英
吉
利
の
勞
働
者
の

載
せ
て
ゐ
る
0
こ
の
序
文U

は
千
八
W
四
十
五
年
か
ち 

以

降

四

十

年

に

及

問

の

英

吉

刺

勞

働

1

0
簡
單
な
歷 

史
‘を
.千
八
宵
八
十
五
年
三
月
號
のL

o
n
d
o
n

 c
o
m
m
o
p
-

 

w
e
k
l

.か
ら
數
M'
に
苴0

て

苒

錄

し.て
あ
る
。
彼
が
此
，
 

ぃ
の
英
譯
に
際
し
て
原
書
ね
最
近
の
經
過
を
も
那
へ
て
之 

れ
を
補
足
し
な
か
つ
た
理
_
は
.此

の

序

，文

の

汍

頁

に

擧 

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
理
由
のr

a

に
依
れ
ば
千
八
百 

六
十
五
年
頃
の
英
國
勞
働
者
の
狀
態
に
關
し
て
は
マ
ル 

.

ク

ス
の「

資
本
論」

の
第

—

卷
の
內
R
黴
富
な
る
描
寫
を 

見
出
す
事
が
出
來
る
0
で
あ
る
。(

前

*

に

屢

々

引

用

し 

た

ォ

グ

の「

近
代
歐
羅
巴
の
經
濟
的
發
達」

の
f
H五

十 

I

頁
の
脚
^
に

も
：H

ン

ゲ

：
ル

ス0
此
0
著
«
$

マ
ル
ク 

一

の「

資

本

論」V

か

英

吉

利

に

於

，け

：る

新

し

い

產

業

組 

織

:'
0
.晴
黑
.な
る
方
面
を
記
述
し
た
も
の
，

V

し
て
舉
げ
ら 

'
れ

'
.
て

ゐ

，
る

，

)

◊
然
し
工
シ
ゲ
ル
ス
が
‘
 

0

1於
て
屢
-

生
活
が
を
の
都
市
生
活
の
全
部
で
な
^
の
は
勿
論
都
市
. 

生
活
の
赠
黑
な
る
部
面
の
總
體
で
も
な
い
。
た

V
都
市 

が
近
代
文
明
の
中
心
'で
，
あ

る

、匕
'.云

ふ

事

や

、

產

業

的

中
 

心
ビ
な
つ
介
都
市
の
人
ロ
の
；太
部
分
を
形
成
し
て
ゐ
る 

■
の
.が「

氣

藥

命

生

.れ

.た
無
產
者
階
級」

の
勞
働 

.
者
で
あ
る
事
か
ら
し
て

農

業

-h
の
勞
働
者
や
«
山
勞
働 

者
な
ぞ
を
離
れ
て
考
へ
て
み
る
せ
大
部
分
の
勞
働
考
の 

生
活
は
-X
業

都

市

の

生

活

の.

I 
:而

を

語.る
も
の
ビ
し
て 

■
認
め
る
事
が
也
來
や
ぅ
。
：；H

ン
ゲ
ル
ス
も
近
代
勞
働
運 

ベ
動
の
核
心
は
.何

ミ

云

，
つ

て

：
も

H

場
勞
働
者
で
あ

る

事
を 

■
認
め
更
に
商
工
_
が
大
都
rt
j
'ド

集

中

せ

ら

れ

：が

結

果

ミ 

ん
て
都
市
に
於
て
鹿
者
が
非
常
に
大
多
數
を 

占

め

：て

ゐ':る
事
を
，述
べ
‘て

6
.る
へ(

前
揭
«

每

€ 

trial. Proletariat 

U參
照)

從

つ
マ
'英
國
勞
働
者
の
狀
態
：
 

に
就
て
ie
il
せ
、£
れ

お

所

を

以

上

の

；注

意

を

忘

れ

す

に

第
火
.號
+

1

〇
3i

笫

十

茧

怨

O

三
.
.

1:

七)

雜
.

錄

拾

九

泄

組

初

期

：
に

於
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爽

國

都

市

注

：
活

'©
--
而
に
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五

怨
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i
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八)
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雜

錄

.拾
九
世
i

期
に
於
け
i

國
I

生
活
の
5
: 

第

九

號

一

〇
六

利
用
す
る
の
，は
都
市
生
活
を
^
寫
す
る
上
に
於
て
決
し 

'
て
不
都
合
で
は
な
い
ど
信
す
る
の
で
ぁ
る
。
勿
論
都
市 

以
外
に
‘以
て
勞
働
者
の
生
活
が
页
に
悲
慘
な
も
の
で
ぁ 

つ
た
ビ
し
て
も
今
は
兩
者
を
比
較
す
可
き
場
合
で
な
い 

力
ら
し
て
以
下
の
所
說
が
都
市
と
云.^
關
係
を
離
れ
ざ\ 

る
以
上
興
れ
從
何
等
閲
題
と
す
可
き
事
で
な
い
i

 

ふ
。
此
の
點
は
誤
解
を恐

:̂.；
る
ま
、
k
.感
じ
た
通
り
を 

.述べておぐ。

、

’

:

r

'-
へ

:
!
-
- 

:

.

,六 

ノ 

.

H

ン
ゲ
ル
ス
の「

千
八
西
四
+
四
年
に
於
け
る
英
國 

發
働
階
級
の
狀
態」

の

中
1
1
1
?
0
^

择

1
^
0
^
1
5

の
章
^

\

. 

.
•
: 

八

そ
の
後
に
あ
るFactory 

H
a
n
d
s

な
^
の
章
^
對
し
て\
 

都
市
に
於
け
る
勞
働
赉
の
生
活
を
ー
般
的̂
取
扱
つ
た\ 

點
即
ち
、
都
市
に
集
つ
た|
:般
の
务
働
者
の
生
活
を« 

察
し
て
ゐ
る
點
に
於
て
都
市
生
活
を
描<
の
を
目
的
ビ」

：
 

す
る
筆
^

R
對

し

て

誠

に

都

合

の

い

、
も

の

.で
あ
る
。 

從
つ
て
今
そ
の
a
察
を
追
ふ
て
.行
か
う
。

工
ン
ゲ
グ
ス
は
先
づ
ロ
ン
ド
ン
市
を
取
つ
て
か
'
る 

大

都

市

が

其

の

面

積

に

於

，
て

、

人

口

に

於

：て
.、

又

建

物 

や

观

輸

交

通

に

於

、
て

如

何

に

+驚
く
可
き
偉
大
な
る
%
親 

を
碧
し
て
居
る
か
を
語
づ
て
居
る
。
海
か
ら
ロ
ン
ド
ン 

橘
迄
溯
つ
て
來
る
間
の
タ
ーム
ス
河
の
光
景
は
、
彼
に 

依
れ
ば
'「

英
蘭
の
土
地
に
©
を
踏
み
入
れ
る
前
に
人
が 

'英
吉
利
の
偉
大
を
語
る
驚
く
可
き
光
景
の
中̂
自

已

を 

'忘
失
し
て
了
ふ
程
堂
々
た
り
且
つ
印
象
の
甚
大
な
る
も 

の
で
あ
る
。

」
(

工
ン
ゲ
ル
ス
前
揭
書
ニ
三
頁

)

。
併
し
エ 

ン

ゲ

ル

ス

は

此

の

大

都

市

の

偉

大

な

る

壯

舰

が

支

拂

..ふ 

*
犧
牲
の
如
何
に
夥
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
說
く
、
即 

ち
此
の
大
都
市
の
住
民
が
彼
等
の
都
市
を
飾
る
文
明
の 

あ
ら
ゆ
.る
.奇
踏
，を
生
み
出
す
爲
め
には
彼
等
の
人
間
的 

性
質
中
：‘の
.最
善
の
.資
性
を
犠
牲
に
供
3
ね
ば
な
ら
な
か 

つ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
も
千
萬
を
越
ゆ
る
人
ロ
の
集®! 

か
ら
成
る
都
市
生
活
は
人ビ
人

ヒ

の
關
係
に
於

て
悲
し 

む
可
き
結
果
を
來
し
て
ゐ
：る
。

『

眼
ら
れ
た
地
域
0
中

，，

此
等
の
、
人
が
益

"

大
勢
I

ま
る
ビ
云
ふ
事
は
人
令
が
る
寧
を
の
み
考
る
、
そ
の
結
果
は
斯
く
し
て
强
い
者
か 

各
自
の
私
的
利
篇
係

I

み
囚
は
れ

て
、
他
に
對
す
弱
い
者
を
脚
下
に
踏
み
躪
る
事
ビ
ザ
、
權

I

る
少 

る
殘
忍
な
る
冷
淡
な
態
度
や
簿
情
な
る
離
隔
ビ
云
'ふ
事
數
者
の
資
本
家
が
彼
等
の
爲
に
全
部
を
占
荷
す
る
に
反 

.が
益
不
陕
に
且
づ
忌
ま
は
し
き
も
の

S

な
る
。
如

何

に

し

て

弱

者

で

あ

る

多

数

- 0
貧
困
者
七
は
漸
く
ロ
ハ
だ
生
存 

ょ
く
人
々
が
此
の
個
人
的
孤
立
や
！

f

狹
な
利
己
心
を
以

|

ど
云
ふ
事
丈
が
殘
さ
れ
る
結
果
ビ
な
る
の
で
め
る

0(
同 

つ
て
到
る
處
に
於
て
我
々

I

.

の
® :
本
的
原
則
で
*
る
 

'頁

)

ょ

ン

ゲ

A

ス
は
ロ
ン
ド
ン
に
就
て
眞
實
で
あ
る
事

. 

亡
認
め
て
居
る
に
し

§
:
も
此
の
大
都
市
の
群
集
中
に
現
は
英
吉
利
の
他

©

大
都
會
例

.へ
ば
マ
ン
チ
"
ス
タ
ァ
や 

は
さ
れ
た
程
毫
も
恥
づ
る
：所
な
ぐ
公
々
然

S

認
め
ら
れ
バ
ー
冬
ン
ガ
ム
や
ク
ー
ズ
市
な
ど
に
就
て
も
等
し
く
事 

且
，つ

自

識

せ

ら

れ

て

ゐ

る

所

は

他

に

有

b

得
な
い
。
人
實
で
あ
つ
て
一
方
に
は
卿
蠻
な
冷
淡
ビ
頑
迷
な
和
己
主 

類
•か

各

自

別

個

の-原
則
を
有
す
る
原
子
ビ
云
ふ
も
の
に

_
 w

%
、

他

方

^
は

名

狀

す

可

か

ら

ざ

る

不

幸

乙

か

あ 

分
析
せ
ら
れ
る
事
換
言
す
れ
ば
人
類
の
社
會
が
ァ
ト
ム

6

又

到

る

處

社

會

爭

闘

が

あ

る

.。

各

人

の

家

は

皆

；恰

も 

の

集

つ

た

世

界

で

あ|

云

ぶ
5

大_市
に
於
て
最
敵
に
包
圍
せ
ら
れ
れ
狱
態
で
到
る
處
法
律
の

後
の
.極
致
ま
で
に
行
は
^
て
ゐ
る
の
で
あ
る』(

同
上
、

ノ保
譴
の
下
比
相
互
ド
掠
奪
す
る
事
が
行
は
れ
て
居
る
然 

ニ
^
莛)

、 

'
V

,

も
是
等
の
凡
て
は
そ
.れ
が
何
れ
も
明
狀
に
表
は
さ
れ
れ 

從

，つ

て

此

處

で

は

社

會

‘爭
鬪
個
人
對
萬
人
の
爭
鬪
が#
に
は
人
々
を
し
て
我
々
の
社
會
的
狀
態
の
結
果
の
前 

公
然
ビ
.宣
言
せ
ら
れ
る
、

人
々
从
互.に

相

手

を

自

分

に
R

S
縮
せ
し
め
唯
だ
こ
の
全
體
に
痛
く
*
じ
た
布
地
が 

ぜ
つ
.て
刺
益
に
な
る
對
象
ビ
な
し
他
の
人
々
を
利
用
す
尙
ほ
纒
つ
.て
'ゐ
名
の
を
怪
む
^
至
ら
し
办
る
程
恥
も
な 

第

十

玉

倦(

一
三
一
九〕

，

雜
錄
抬
九
世
紐
初
期
猛
け
る
英
國
都
市
生
活
の
ー
面
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第

十

五

怨(

ム
三
ニ
〇

)

；
雜

,<
^

.
. #
£

^

.ら
^

て
ゐ
.る
0
.で
.あ
.る
、
.
y
jm '
へ
T'
居
.る 

o
 

し̂

^
I
t

:-
ン
ゲ
ル
ス
拟
廣
本
虫
畿
：的
紙
會
に
於
ガ 

る
^

^
的
受
_

省

で
:^
る

務

碁

者

の

连

活

を

也

衣

食

2 )

、
. 

順

浪
^
於

て

英

吉

利

の

大

都

市

に

百

|.つ

て

詳

細

に

說

明 

.V
L
.'T
ゐ

る

然

も

此
 

0
.章(

.

(

.
Tff
. .'GI*e.at .

.
T
o
w
n
s
)

.の

大
' 

(^
署
.は
.全

く

勞

働

者

の

都

市
^
於
、
け

：る

住

家

の

有

«

を 

通

<

事
に

侬

つ

て

占

めら
れ

て

ゐ
'る

、

我

‘々

は

大

都

市 

に

ま

て
^

^
問
題
の
叫
ば
れ
る
事
が
如
何
な
る
源
流
か

， 

ら
.發

し

セ

居

.る

か

を

明

か

に

§
|

め
る
事
が
出
來
る
0
%: 

沛
連
活
の
硏
究
の
一
方
に
全
ぐ

此

-f
f
lの
住
宅
問
題
殊

に

：

 

發
働
著
の
群
り
住
む
.住
所
に
就
て
0
硏
、究
が
重
.耍
な
る
：
| 

:位
置
'4
>
占
め
る
0
似
其
.の

性

賓

上

常.然

な

事

ヤ

ぁ

るC.

- 

'
七

'

『

何
れ
0
大
都
市.
に

も|

個

所

或

は

數

ヶ

所

の

貧

民-® 

(slu
m

)

が
ぁ
り
其
處
に
■は
勞
働
階
級
が
密
集
ム
て
住
ん 

::

ぼ.
屑
る
0 
.郷
に
貧
困
は
艇
富
蒋
め
紫
壯
な
る
邱
宅
‘に

近

_ 

接
1̂

た
，
縢
れ
炎
る
裏
.
の
#
地
^
住
っ
て
居
る
も
の
で

#

漱

九

，业
紀
！初

溯

に

来

け

る

英

國

都

市

坐

.活
0
' 

1

9

#
九
跳

1
〇
八

あ

.名

が|

般
R
は
一.
個
の
隔
て.
ら
れ
た
場
所
が
；

丨
に 

.
宛
行
城
れ
て
居
て
、
.
其
の
場
所
は
富
裕
^
る
階
級
の
眼 

界
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
赏
困
は
兹
に
能
上
る
®
り
の
舍
惱 

を.
續
妙
るQ

で

.*
る
'。
*

第
の
ス
ラ
ム
は
英
吉
利
の
凡 

一
'T
0
大
都
市
に
淤
て
は
大
；體
類
似
し
て
造
ら
れ
て
ゐ
て 

.

啊
れ
も
其
の.都

市

の

靡
-̂
15
お
地_

に
於
け
る»

1

の 

象

屬

か

ら'«
つ
；て
ゐ
る.;-
°
大
抵
住
居
紀
用
ひ
ら
れ̂
地
"：
 

下
室.
©.
あ
る
：平
家
：か
一
：

.1

階
の
-小
屋
が
長
く
列
を
な
し
て 

殆
^
常
に
不
規
則
に
雞
て
一
ら
れ
て
"

&
る
。
H

つ
9
至
四 

つ
の
立=
屋y

し

一
個
所
の«

所
ど
を
備
へ
て
ゐ
る是

等
の 

象
屋.
が
口
ン
ド
.V

の
威
®
^
を
除
い
て
は
大
體
英
吉
利 

を
.
»
じ

てI

般
勞
働.
者
0
住
宅
で
あ
る
。
且
り
そ
の
街 

>
M
は
槪
ね
敷
石
の
な
い
，制
雜
な
、
不
潔
な
も
の
で
あ
り 

野
菜.
や
肉
類
の
汚
物
.
を
以
て.
痛
3
れ.
下
水
道
ゃ#.

の
.設 

備
も
な
く
爲
め
に
惡
臭
め
あ
る
流
れ
は
の

な

い

水

溜

が

；
 

:M
々

に
出
來
て
ゐ

：

る
、
，
.
.
'-

®.

に
空.
氣
の
流
逝
はか

、
る
地 

域
^
觀
に
1;
:
っ'て
'家
屋
0
建
^
方
の
恶
い
の>
M
0
t

ゆ
炉
；
レ
て
全
く
不
可
能'で
あ
り
又
狹
少
の
地
域
^
大 

■勢
0
人
間
が
群
6
住
む
事
に
依
づ
て.
是
等
の
勞
働
者
の 

住
區
に
溢
ぎ
る
空
氣
が
如
何
镣
.の
も
の
で
あ
る
か
は
何 

人
に
も
容
易
に
想
像
ぜ
ら
る
、
所
であ
.る

。

ie
f e

そ
の 

街
路
は
晴
天
の
日
に
は
物
鹿
場'v
/i
:
'る
の
で
，家
か
ら
家 

へ
；®
^
掛
け
渡
さ
れ
そ
_
和
濡
れ
た
着
物
が
懸
け
ら
れ 

.
る
の
：で
あ
る.
。

J  (

同
上
ニ
六.
5
::
;:
!

.
:
、

■

エ

ン
ゲ
ル
ス
は
是
等
の
貧
：民

窟

に

就
T
詳

細

な

說

；明 

を

し

ヤ

ゐ

る

、

例
へ
ば
ロ

)

ド
ン
市
に
於
け
：る

St.. 

Giles:.:

を
，粗

め
.
^

o

し

て

各

都

市

即

ち.ダ
フ
‘ゾ.X

市

..エ
チ 

ダ

\
ラ

市

タ

グ

ァ

ダ

ー

ル
市
グ
ー
フ
-ス
.ガ

ゥ

市

や
.Yo

r
k
-

 

S
HH-
&■
び

Eanc^shire 
,

に
於

け
る
各

工

業

都

市{C
就 

で

勞

働
«
の
居
住
じ
.で
^-
る
.場

所

の

醜
^
ど
彼
等
.
0生 

活

の

如

何

に

悲

慘

な.•るか
を
述
べ
て

」

ゐ
ん
。
殊
マ
シ

は
輿
國
の
製
造H

業

かm
a
s
t
e
r
w
o
r
k

を
な
し
ビ
げ
れ 

classic, s
o
i
l

で
あ
6
又
凡
て
の
勞
働
連
®;
が
發
生
し
^

,

土
地
で
あ
る
。：
從.
て.
必.
然
：に
近
代
0
製

.造

エ

業

が

勞

働 

«
に
及
ぼ
し
^
影
響
は
此
處
に
於
：て
最
，も
自
曲
^
最
も 

'完
全
に
看
取
せ
ら
れ
る
し
製
造X
業
上
の
無
產
者
階
級 

は
完
全
な
る
®
範
的
形
體
を
此
：處
に
於
て
示
し
セ
ゐ
：る 

蒸
汽
カ
ゃ
機
械
や
分
業
の
應
用
が
勞
働
階
級
を
陷
し
込 

む
だ
墮
落
ビ
此
の
境
涯
か
ら
脫
し
逃
れ
ん

V

す

る
 

;

潘
の
努
力.
，̂
は
等
し
く
此
處
に
^
て
最
高
點
に
達
し
十 

分
な.
る
自
覺
を
以
つ
t'
tr
は
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。(

四

ニ

丨

四

ニ'頁〕

'
.

.

' •

マ.
ン
チ
ェ
ス
タ
，r
ff
i
は
純
然
た
る
工
業
都
市
で
あ
る 

:Bolton, 

P
r
e
s
t
o
n
,

-^i
s
n
,
w
u
r
y
,

 

R
och

d
a
l
e
,

 M
l
d
d
l

:?:

rl
-
o
n
v 

- H

cl)-ywood> 

s
d
h
a
m
,

 

. 

A
s
h
t
o
n
,

c/talybndge,

チ

土

ス

タ

犬‘
‘市

は
- ，
ン

ゲ

ル

ス&

身

の

生

地

で

あ

る

丈

、

S
t
o
c
k
p
o
r
t

の

中

‘心

市

場

で

あ

つ

て

從

つ

て

多

數

の

谪

業 

は

充

分

ば

る

觀

察

を

下

し

で

a

る
o
;彼
，に
從

f

ば
南
ラ
に
從
事
す
る
ス
ロ
を
有
し
て
ゐ
ー
る

0

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
，マ 

ン
ゲ
シ
ャr.
:

を

其

の

中

心

地

た

W

マ
ジ
チ
ェ
ス
タ

k

市
^

ン
t

H

ス
タ
ァ
市
は
奇
妙
に
設
計
せ
ら
れ
て
ゐ
て
爲
め 

笫
十
五
魅

(

ニ111

ニ〕
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九
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初
期
に
於
げ
る
英
國
都
市
生
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雜
錄
拾
九
世
紀
初
期

1*
於
け
る
英
國
都
市
生
活
の
ー
而
 

第

九

號11

〇.

}<
:

數

年

間

其

地

に

住

む

人

，も

％

自

分

の

事

務

や

散

策

位
 

を

じ

て

居

る

丈
^

は
日
.々

の
出
入
に
際
し
て
勞
働
者
の 

:

,
住
{
モ

地

や

勢

働

#

に

も

逢

狀

ず

^ ：
濟

ま

せ

得

る

所

で

あ
 

へ.
を
e

し

て

勞

儆

者

ゆ

住

街

地

’
域

が

嚴

重

に

中

流

階

級

の
 

/

爲

办

比
.保

贸

さ

れ

る

都

市

の

地

域

か

&

隔

離

せ

ら

れ

て
 

:

ゐ

る

の

に

憤

慨

の

口

吻

を

漏

し

て

ゐ

る

。：

然

し

事

實

之 

れ
は
マ
：ン
：チ

VX

ス
タ
ァ
市
の
み
に
限
ら
れ
る
事
で
は
な 

い

.0

エ
業
.が

活

潑

に

生

は

れ
‘る
.大

都

市

奴

於

て

は

都

市 

の

葜

觀

は

常

に

美

し

き

地

域

に

住

む

人

々

に

依

つ

て

稱 

讃

せ

ら

る

、
事

が

あ

つ

て

も

醜

惡

な

る

方

面

は

殆

ど

凡 

.

.て

の

人

か

ら

遮
ぎ
ら
れ
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
。
都

市

の

美

'. 

<

繁
榮
を
誇
ら
ん
ビ
す
る：

都

市

計

搽

が

多

數

の

下

層

階 

:

級

に

ょ

つ

て

冷

眼

職

せ

ら

、る

.
ゝ

所

に

都

市

々

民

の

都

市
 

_
觀

念

の

闕

如

を

.非

雛

す

る

者

は

；
あ

る

が

更

に

そ

0.

以

外
. 

1C
.此
；の
兩
者
k

性
.質

的

の

相

違

の

あ

る

事

を

認

め
'る

事 

を
得
な
い
だ
ら
ぅ
か
。；
ハ
ム
モ
ン
ド
氏
は
都
市
は
一
個 

の
•生
.命
の
保
育
所

.で
Iあ
.る
が
同
時

.に
よ
，
b

よ
き
生
命

.を「

表
現
す
る
所Q

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
說
く
、 

然
し
氏
自
身
も
都
市
に
於
け
る
勞
働
者
階
級
の
生
活
を 

觀
察
し
た
後
に
現
在
の
都
市
紐
織
が
到
底
彼
等
に
都
市 

に

對

す

.る

精

神

を

呼

び

、
起

す

性

質

の

も

の

で

な

い

^
を 

|

認

め

て

ゐ

る'

、ノ
 

A
モ
ン
ド
氏
の
所
說
は
後
に
於
て
再 

|

び
考
へ
て
見
た
い
。
今
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
觀
察
し
た
マ 

ン
チ
ス
タ
ァ
市
の
中
か
ら
典
味
多
き
所
を
抄
出
し
見
て 

や

ラ

.0

マ
ン
チ
ュ
ス
タ
ナ
市
ド
は
製
造
エ
業
が
發
達
す
る
以 

前
の
市
で
為•'つ
た
舊.
市
街V

も
云
ふ
可
&
所
が
あ
る〕

.
 

此
の
方
面
に
於
け
る
市
街
か
體
裁
'は
誠
に
觚
惡
と
不
潔 

の
極
：で
あ
る
。

『

此
處
で
A
々

は

殆

ど

露

骨

に

現

は

.れ

た 

勞

働

者

の

街

區

ゆ

中

に

入

^

込

む

が

商

賣

店

や

酒

店

な 

ぞ
3
へ
も
僅
の
程
度
の
淸
潔
と
云
ふ
事
を
示
さ
ぅS
も 

し
て
ゐ
な
い
。
が
是
等
は
.ま
だ
そ0
襄
R
あ
る
路
地
や 

小
路.
な
どw

比
較
し
て
は
何
物
で
も
な
い
、
飲
も
，

j

の

路
地
や
小
路
に
は1

緒
に
一1

人
©'
人

が

な

ち

ん

で

は

通 

れ
なS

樣
な
上
の
複
は
れ
穴
小
道
を
ぬ
け

て

入

れ

る

，丈 

で

，あ
る'>
、
凡

て

のf t
#

的
設
f t
を
.無
©
し
て
家
屋
ヵ
不 

規
則
に
詰
め
合
つ
て
ゐ
る
の
や
文
句
通
り
に
家
ビ
家
ビ
:' 

が
重
な
分
つ
て
ゐ
る
錯
雛
の
様
は
之
れ
を
傅
へ
る
事
が 

‘

不
邓
能
な
程
で
.あ
る
。
-然
も
斯
の
如
き
に
就
て
非
難
せ 

6,
-
-ふ
可
き
は
決
し
て
マ
シ
チ
ェ
ス
タ
r
市

の

昔

時

か

ら 

殘
つ
て
來
犮
建
■
で

は

な

く

か
y

る
混
雜
は
昔
の
建
築 

方
法
が
殘
し

て
^
ゐ
.た

諸

所

の

空

地

が

一

吸

の

土

地

も
 

そ
れ
•以

上
R
建
て
る
事
が
.|:
«
來
な
、い
樣
^
殘
ら
な
く
な 

る
迄
：に
.埋
ら
れ
繫
ぎ
合
せ
ら
れ
る
に
0

つ
て
.最
近
そ
の 

極
致
に
達
し
穴
の
で
あ
を
。』(

^.
ン

グ

ル

ス

四

八

頁

'

)

，此 

の
.最

後

の

：言

葉

は

マ

.
，ン

チ

土

ス

タ

ァ

市

の

此

の

方

面

に 

.於
け
る
醜
惡
な
る
外
觀
が
他
の
入
々
G
侬
つ
て
舊
市
街 

あ
あ
るW

云
ふ
ロ
實
の
卞
に
辯
課
せ
ら
れ
る
事
に
對
す 

を

反

駁

の

言

葉

で

あ

る

彳

此

の

方

面

の

：：悲

慘

な

.る

注

活 

狀

態

をH

ン
ゲ
ル
ス
が
感
じ
た
ま
、
少
し
く
記
述
し
て

第

十
31
怨

c

u

r

i

g雜

，錄
-

拾
九
世
紀
初
期
！

見
や

5

。

此
の
區
劍
の
家
屋
が
如
伺
に
無
數
の
不
潔
ビ
粗
末
な 

小
道
や
路
地
S
共
に
錯
雜
し
て
居
て
爲
に
人
を
し
て
容 

，易
に
不
快
0
感
情
か
ら
逃
れ
出
す
る
道
を
揉
し
出
さ
し 

了
，
め
な.
ヤ
か
を
證
す
る
に
は
此
の
土
地
^
生
れ
此
の
方
面 
I

に
頻
繁
に
出
入
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
自
身
さ
へ
新
し
い
鐵 

I.

道
工
事
に
依
つ
■て
.
初

て

見

出

し

た

樣

な

場

所

が

あ

つ

た 
|

ど
彼
自
身
が
書
い
て
ゐ
るo
此
の
方
面
の
家
は
小
さ
な 

I

取
家
建
で
部
屋
も' 1

華
で
床
を
張
つ
て
あ
.る
所
は
殆
ざ 

I

な
く
臺
所
も
M-
間
も
寢
室
も
凡
て
一
つ
の
部
屋
で
濟
ぁ 

|

さ
れ
て
ゐ
る
。»
く
長
3
五

呎

幅

六

呎

位

.の
茅
簏
が
ー
一 

個

の

寢

床

w

云
つ
れ
樣
な
も
の
亡
梯
子
段
と
煙
突
ビ
で 

一1

杯
に
な
つ
て
ゐる

所
も
あ

る

。
又
家
の
內
に
伺
物
も 

な
い
所
本
あ
つ
て
]«
が
あ
け
放
し
れ
儘
に
な
つ
て
ゐ
て 

佳
ん
で
ゐ
る
人
は
；ぞ
れ
に'倚
b
掛
て
ゐ
る
。
何
處
の
家 

で
も
家
0
前
に
は
赝
や
麕
物
が.
積

く

.な

つ

て

ゐ

る

°
地 

面
に
何
か
敷
石
が
あ
る
ビ
云
ふ
鄭
は
眼,1
:
は
分
ら
な
い. 

L

於
け
る
興
國
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こ

二
 

で
漸
ぐ
所
々
で
足
で
觸
つIて
感
t'
る

位

な

も

ー

の

で

あ

る

：

:,
:河
®
沿
岸
は
，斯
の
如
く
し
て
無
計
遨«
錯
S
せ
る
家
屋 

從
つ
て
是
等
は
ェ
ン
ゲ
ダ
ス
の
去"ふ
如
く
；申
«

小屋の密集

^
う
づ
め
ら
れ
*
等

の

家

は

.
何

れ

も

住

ひ

事

を 

の
如
&
も
の
で
あ
る
o
然
し
吏
に
驚
ぐ
可
き
事
は
：單
は
得
ざ
る
ヾ
し
云
ふ
狀
態
^
あ
る
が
そ
の
內
部
生
活
^
將
に 

此
等
の
勞
働
者
の
住
家
が
象
畜
小
屋
に
等
し
い̂'K

ふ
' 

之
の
'不

潔

な

る

外

觀

；ぽ
相
一
’
致

す

る

所

の

も

の

で

あ
 

形
容
を
越
え
て
事
實
豚
群
が
是
等
の
勞
働
栽
ビ

〗

所

に

る

。‘然
も
最
も
自
然
に
且
通
常
の
欲
蕻
を
す
ら
滿
す
可 

飼
養
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
：

 

.

.
エ
ン
ゲ
ル
：
ス'は
^
ふ
き
適
當
の
機
會
を
有
.せ
ざ
る
入
々
が
如
何
に
し
て
淸
潔 

へ『

住
民
の
，淸
潔
と
云
ふ
事
に
對
し
て
觅
に
最
も
有
害
な
で

'あ
り
猾
や
う
か
。

『

厕
寶
の
數
も
非
常
に
少
な
い
の
で 

る
搴
瓶
は
澤
山
の
豚
の
群
が
何.處
の
路
地
に
.も

廢

物

の

日

々
充
溢
し
て
ゐ
る
か
或
は
非
常
に
遠
方
に
あ
る
の
で 

山
積
し
忆
內
を
食
鉍»

>
な
が
ら
步
き
廻
つ
て
た
り
又
住
民
の
大
多
數
が
使
用
す
る
^
は

甚

し

く

不

倮

で
あ 

Iば
小
さ
*-
:
垣
の
中
に
圍
養
せ
ら
：れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る”

.る
、「

唧
筒
や
水
管
は
市
の
美
し
く
整
頓
せ
ら
れ
た
る
區 

マ

チ 

' ス
タ
ァ
の
勞
働
者
の
住
ん
で
ゐ
る
地
劃
の
大
域
^
の
み
見
出
為
れ
る
事
を
得
る
が
此
處
に
住
ひ
人

 々

部
分
に
於
て
佩
飼
ひ
が
裏
地
を
傲b

v
は
其
處
に
豚
小
の
手
近
に
は
唯
だ
汚
獨
に
充
て
る
ァ
ー
ク
河
が
あ
る
丈 

屋
紙
建
て
る
"
從
つ
て
殆V」

凡
て
の
裏
の
地
所
の
空
地j
で
は
如
何
に
し
て
彼
等
が
.其
を
洗
滌
の
用
に
供
す
る
事 

に
'ぬ

f 0
；

又
は
數
個
の
圍
が
見
出
さ
れ
そ
の
附
近
の
住
を
得
や
う
か
。
ょ
し
彼
等
の
住
家
が
彼
等
^
伍
し
て
其 

'
.民
は
之
の
中
に
汚
物
や
殘
物
を
投
げ
棄
て'る
£
豚

は

そ

處

此

處

に

散

在

す.る
M
舍

ょ

り

も

淸

潔

で

.な

い

ど

し

て 

,れ

を

喰

ベ

て

太

つ

て
ft
.
.ぐ
の
で
あ
る
.

』
(

五
二ー

三
頁)

：

も
其
は
近
代
社
會
の
奴
隸
で
あ
る

.彼

等

の

責

任

.ミ

し

て 

.
ハ
® .
'

tる
：：

に
是
等
の
勞
働
者
め
住
ひ
地
帶
であ
る

M
r

l
k

s

谷
め
&

る
可
さ
も
®:
:
で
な
；い
。H
同
五」

頁)

_ 

X

C

斯
の
，如
§
地
域
が
.英

吉

利
.の
第 
ー4
:の
都
會
で
あ
灰
建
で
込

0
だ
;©
.で

.-
|
)
:
>
、
*

の
.產
槳
時
代
が
獨
り
.彼
等
. 

パ
界
笫1

流
の
製

造

業
市
で
あ
る
.
て
ン
チ 

' 
ス
タ
ァ
市
0
 

•
家

屋

の

持

主

を

のf

掘
な
&
し
め
る
爲
め
に
此
等
の 

中
心
に
.存

在

す
る
の
で
あ
る
、『

誠
に
其
は
邋
市
街
で
あ
家
畜
小
屋
，.に
等
し
き
家
.の
所
有
主
を
し
て
高
き
價
格
を
.

.

.る
o
.:
マ
ン
チH

ス
タ
ァ
市
の
人
.々

は
人
が
地
球
の
上
に
，.

以
.つ
て
人
間
に
賃
貸
せ
.し
が
勞
働
者
.の
'贫
困
を
掠
奪
し 

■

於
け
る
此
の
地
獄
の
恐
怖
す
可
き
光
景
に
就
で
彼
等
にI
'

數
千
人
の
健
^
を
害
は
ん
せ
せ
.し
め
る
'も
の
で
あ
る
。 

語
名
時
彼
等
は
常
^
此
の
：事
實
を
誇
張
す
る
。
然

し

其I

ふ
ン
實
に
此
の
方
面
は
於
け
る
古
き
建
築
物
は
粗
惡
な 

.

.が
果
し
て
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
此

處

に

も
.の
で
あ
^V

何
等
僅
の
刺
益
も
其
等
ょ
求
め
得
る
事 

於
て
恐
怖
ビ
慷
慨
.
を̂
生
险
し
む
る
毛
の
は
皆
近
代
に\

の
，出

來

な

：
い

も

の

で
'
:は
あ
^

が
然
ら
ば
±.
爾
所
有
者
^
.
 ̂

於
て
.發
生
し
.た
も
の
で
あ
ヴ
此
の
產
業
時
代
&

&
5&
3;1

は

市

自

治

；體

は.そ

の

改

築

に

際

ム

て

，侗

等

か

の

-改

良
^
 

e
p
o
c
h

に
靡
す
る
.所
の
も
の
で
あ
：る
。
'舊
マ
ン
チ
ェ

’
ス
' 
一
實
行
；し.た
，で

あ

ら

ぅ

か0
否
反
對
に
角
や
奧
^

つ
た
地 

.タ
ァ
市
忙
屬
す
る
數
百
の
家
屋
ば
永
く
そ
の
原
の
居
往
.
一
所
の
空
い
て
ゐ
る
.所
‘か
_

れ
ば
直
ぐ
に
家
屋
が
造
ら
れ 

者

か

ら

見

放;?
れ
て
ゐ
作
が
此
の
產
業
時
代
が
獨
り
此
餘
分
の

f
c路
が
あ
好
ば
直
U
:家
が
建
.つ
て
^
ま
.ふ
‘
。
' 斯辦 

.

.の
家
屋
政
依
つ
て
身
を
覆
ふ
所
劝
無
數
の
勞
働
素
の
群
.
く

て

土

地

の

憤

腺

は
.製

遣

業

の

繁

滎

ご

共

に

：

f

し
そ
. 

奢
此
等
の：

家
屋
.の
中
^
詰

め

，込

ん̂
の
で
あ
り
、

：

又
そ
の
騰
貴
扣

.連

れ

て

住

む

者

の

，健

康

や

愉

快

に

何

等

'交

渉 

れ
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み
が
觸
々
農
業
地
方
や
愛
蘭
か
ら
此
地
に
迷
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し
、

す
名
所
な 
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出
來
±
火
な
る
.，刺

益
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み

着

ぞ

て
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無
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^
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す
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^
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エ
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な
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其
0

以

前

が

：&

多

少

ぞ

も

町

な

れ

市

な

ぅ

の

形

體

に

於 

て
存
在
を
續
け
て
來
れ
都
市
は
製
造
寒
の
膨
臟
せ
共
比 

多

く

は

新

舊

市

街

を

有

し

て

：ゐ

名

。
.：
而

ん

ヤ

都

雅

の

美 

舰

は

常

に

新

し

き

市

街

に

於

て

：辦

せ

ら

る

、

の

：̂

あ 

も

。
併
し
新
市
街
'^
於
て
む
勞
働
者
：は
決
し
て
好
週
せ 

，右
れ
て
は
居
な
か
つ
た
。
文
ン
グ
ル
ス
は
マ
ソ
チ
ェ
ス 

タ
ァ
0

®
®]
, Ne

w
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 To^a.:‘ 

.に

於
^5^

 
働

者

の

住

^

地 

が

決

し

て«.
市

街
^
此

し
C
よ
^
v
:̂
i
き

も

の

.で

な

い

事 瞒

く
;*
1
新

築

せ
.&
.れ

存
^

^
者

<7
>
街
^

^
通

：̂

?
-
ふ
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迪
5
や
其
0
家
屋
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深
ぐ
氣
を
止
め
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過
ぎ 

る

な

.
&
ば

英

吉

刺

ね

於

砂

る

程

勞

働

階

級

の

住

宅

が

ょ 

ぐ
設
備
せ
6
れ
て
居
る
所
は
他
^
無
:^
€
す
る
斷
»
は 

於
て
人
々
U
自

逵

義

派

§
:製
«
業

者
:0
斷

/£
ゼ

一

軟
 

:

ず

る
'で

あ
&
.5,
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從0
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^

^

於̂

て
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W
年

，間

の

持 

續

を

表

明.し

て
&
:る

勞

働

者

の

家
'屋

は

，
平

灼

四

十
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の
 

_
久
力
を
以
；

9

て
»

»
せ

-&
れ
.て
^
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加

之

に

英

'吉 

利

の

土

地

め

賃

貸

借

に

關

す
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習

か

ら

し

弋

他
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土
地
枕
建
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ら
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屋
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必
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s

^

0
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易
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]
:
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ゐ
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働

考

の

住

居

が
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何

紀̂
て
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て
6
れ

る

か

を
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明
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.
|
、
：
，
家

康

の

建

_

新
し
く
建
築
せ
ら
れ?2
勞
働
者
の
；家

崖

似

全

く

外

見

か

は

土

シ

ゲ

ル.：
ス

が

引

明

し

：
て
.居

る

Nassau, w.' se- 

に」

於
.て
人
0
を
瞞
く
猗
計
に
過
ぎ
，な
い̂
喝
破
し
.て

ぬ

n
i
o
n

の
：
言

：葉

.

に

明

あ

名

め

：
即

ち『

私
は
或
る
場
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，
る

。
即

ち

f

斯

.の̂
,き
，

小

屋

は
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皆

淸

ら
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且

寶

質
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は
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全

部

ニ
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溝
^
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ふ
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ち
れ
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ゐ
^
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的
；：
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見
^
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其
0
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-f
e
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嫩
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..檗

は

人
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み

た
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れ
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斯
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如
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し

て

開

擊
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費
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を
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，
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深
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下
室
^
造
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出
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驗
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な
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な
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が
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が
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あ
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し
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シ
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